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は
じ
め
に

経
済
発
展
を
続
け
、
開
発
を
進
め
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
あ

る
が
、
そ
の
負
の
面
と
し
て
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
な
ど
の
環
境
破

壊
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
加
え
て
、
将
来
、
人
口
の
増
加

と
都
市
化
の
進
展
に
よ
り
、
環
境
の
さ
ら
な
る
悪
化
も
懸
念
さ
れ
て

い
る
（
竹
本
一
九
九
九 ; 

加
藤
一
九
九
九 ; 

山
地
・
小
宮
山 

二
〇
一

一
）。
近
代
化
し
な
が
ら
も
環
境
悪
化
の
問
題
も
抱
え
て
い
る
当
地

域
に
お
い
て
、
環
境
に
対
す
る
住
民
の
意
識
を
探
る
こ
と
の
意
義
は

大
き
い
と
い
え
る
。

そ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
市
民
（
以
下
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市
民
」
と

す
る
）
の
環
境
意
識
を
探
る
試
み
の
一
つ
が
、
二
〇
一
〇
年
に
実
施

さ
れ
た
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」
調
査
で
あ
る
。
本
論
文

は
、
そ
の
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」
調
査
に
お
け
る
「
環
境

モ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
つ
い
て
（
類
似
の
調
査
と
し
て
、
鄭
ほ
か 

二
〇
〇

六; Ram
bo et al. 2003

な
ど
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市
民
の
環
境
意
識
の

一
般
的
傾
向
を
紹
介
し
、
そ
の
傾
向
を
規
定
す
る
要
因
を
人
口
学
的

変
数
、
国
レ
ヴ
ェ
ル
の
変
数
を
用
い
て
特
定
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置

い
て
い
る
。

第
Ⅰ
部 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
か
ら
み
た
健
康
と
環
境

環
境
意
識
と
そ
の
規
定
要
因＊

１

笹
岡
伸
矢

Ⅰ
概
観
―
―
環
境
意
識

１
環
境
意
識
に
関
す
る
質
問

ま
ず
、
環
境
問
題
に
対
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市
民
の
認
識
、
要
す
る

に
「
環
境
意
識
」
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
質
問
を
取
り
上
げ
て
み

た
い
。
取
り
上
げ
る
質
問
は
、「
心
配
度
」（「
あ
な
た
は
環
境
に
関

す
る
次
の
問
題
を
ど
の
程
度
心
配
し
て
い
ま
す
か
？
」）、「
対
外
的
関

与
度
」（「
環
境
問
題
に
関
す
る
次
の
活
動
に
参
加
・
署
名
・
寄
付
を

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」）、「
エ
コ
活
動
実
施
度
」（「
こ
の
一

二
ヶ
月
間
に
ど
の
程
度
、
環
境
に
配
慮
し
た
次
の
取
り
組
み
を
し
ま
し

た
か
？
」）
の
三
つ
で
あ
る
。「
心
配
度
」
は
市
民
の
環
境
問
題
へ
の

危
惧
を
測
っ
て
い
る
。「
対
外
的
関
与
度
」
は
市
民
が
対
外
的
な
環

境
保
護
活
動
に
取
り
組
む
度
合
い
を
示
し
て
い
る
。「
エ
コ
活
動
実

施
度
」
は
家
庭
や
職
場
な
ど
身
近
で
で
き
る
エ
コ
活
動
の
実
施
度
合

い
を
測
っ
て
い
る
。
後
者
の
二
つ
の
う
ち
、「
対
外
的
関
与
度
」
は

政
治
や
社
会
の
領
域
に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
活
動
で
あ
る
の
に
対

し
、「
エ
コ
活
動
実
施
度
」
は
個
人
や
家
庭
で
行
う
活
動
で
あ
る
と

い
う
点
で
異
な
る
が
、
双
方
と
も
に
環
境
を
意
識
し
た
取
り
組
み
で

あ
る
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。

各
質
問
は
い
く
つ
か
サ
ブ
の
問
い
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
回
答
に
重
み
づ
け
を
し
て
、
そ
の
合
計
ポ
イ
ン
ト
を
出
し
た
。
こ

こ
で
は
、「
心
配
度
」
は
八
つ
の
質
問
で
選
択
肢
は
四
つ
な
の
で
三

二
点
満
点
、「
対
外
的
関
与
度
」
は
五
つ
の
質
問
で
選
択
肢
は
二
つ

で
あ
っ
た
の
で
十
点
満
点
、「
エ
コ
活
動
実
施
度
」
は
五
つ
の
質
問

で
選
択
肢
は
五
つ
な
の
で
二
五
点
満
点
と
な
る
。
環
境
問
題
を
心
配

し
て
い
る
人
、
環
境
保
護
活
動
や
エ
コ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
人

ほ
ど
高
い
値
を
示
す
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
の
重
み
づ
け
の
仕

方
を
紹
介
し
、
属
性
別
に
み
た
回
答
の
傾
向
に
つ
い
て
解
説
を
加
え

て
み
た
い
。
以
下
取
り
上
げ
る
回
答
者
の
人
口
学
的
属
性
は
、「
性

別
」、「
年
齢
」、「
学
歴
」、「
婚
姻
状
態
」、「
世
帯
月
収
（
＝
所
得
）」、

「
職
業
」、「
居
住
地
（
都
市
・
地
方
）」、「
宗
教
」
の
八
つ
で
あ
る
。

２
「
心
配
度
」

ま
ず
は
、「
心
配
度
」
か
ら
み
て
み
よ
う
。
質
問
文
は
「
あ
な
た

は
環
境
に
関
す
る
次
の
問
題
を
ど
の
程
度
心
配
し
て
い
ま
す
か
？
」

で
あ
り
、
そ
の
問
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
は
、「
オ
ゾ
ン
層

の
減
少
」、「
酸
性
雨
」、「
気
候
変
動
」、「
森
林
破
壊
」、「
生
物
多
様

性
の
消
失
」、「
海
洋
汚
染
」、「
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
」、「
化
学
薬

品
や
農
薬
の
使
用
」
の
八
項
目
で
あ
っ
た
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
こ
の

質
問
は
さ
れ
な
か
っ
た
）。
回
答
の
選
択
肢
は
四
段
階
で
設
定
さ
れ

て
お
り
、「
と
て
も
心
配
し
て
い
る
」
に
四
点
、「
あ
る
程
度
心
配
し

て
い
る
」
に
三
点
、「
そ
れ
ほ
ど
心
配
し
て
い
な
い
」
に
二
点
、
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「
ま
っ
た
く
心
配
し
て
い
な
い
」
に
一
点
と
、
そ
れ
ぞ
れ
点
数
を
付

し
て
重
み
づ
け
し
た
。

表
１
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
国
別
に
み
る
と
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
数
値
の
高
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。
他
方
、
極
端

に
低
い
値
を
示
し
て
い
る
の
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ
る
。
人
口
学
的

属
性
で
は
、
男
性
・
若
年
層
・
高
学
歴
層
・
独
身
者
・
被
雇
用
者
・

高
所
得
者
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
・
地
方
在
住
者
が
総
じ
て
高
い
値
を
示

し
て
い
る
。

３
「
対
外
的
関
与
度
」

次
に
、
環
境
活
動
の
う
ち
、
対
外
的
な
活
動
に
関
わ
る
度
合
い
を

示
す
「
対
外
的
関
与
度
」
を
み
て
み
よ
う
。「
環
境
問
題
に
関
す
る

次
の
活
動
に
参
加
・
署
名
・
寄
付
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」

と
い
う
問
い
に
対
す
る
選
択
肢
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
は
、

「
講
義
や
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
」、「
嘆
願
書
へ
の
署
名
」、「
環
境
保
護
団
体
へ
の
寄
付
」、「
抗
議

活
動
や
デ
モ
へ
の
参
加
」
の
五
項
目
で
あ
っ
た
（
ブ
ル
ネ
イ
で
は
最

後
の
質
問
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
）。「
は
い
」
に
二
点
、「
い
い
え
」

に
一
点
の
重
み
づ
け
し
た
。

表
２
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
国
別
に
み
る
と
、「
心
配

度
」
と
同
様
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
高
い
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
平
均
を

超
え
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。
反
対
に
、「
心
配

度
」
で
は
平
均
以
下
だ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
こ
の
質
問
で
は
高
い

値
を
示
し
た
。
人
口
学
的
属
性
別
で
は
、
男
性
・
中
年
層
・
高
学
歴

層
・
既
婚
者
・
自
営
業
者
・
高
所
得
者
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
・
地
方
在

住
者
が
高
い
値
を
示
し
て
い
た
。「
心
配
度
」
が
高
く
、
対
外
的
活

動
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
う
ち
、
男
性
・
高
学

歴
層
・
自
営
業
者
・
高
所
得
者
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
・
地
方
在
住
者
で

あ
っ
た
。

４
「
エ
コ
活
動
実
施
度
」

最
後
に
、
身
近
な
環
境
活
動
へ
の
取
り
組
み
度
合
い
を
示
す
「
エ

コ
活
動
実
施
度
」
を
み
て
み
よ
う
。「
こ
の
一
二
ヶ
月
間
に
ど
の
程

度
、
環
境
に
配
慮
し
た
次
の
取
り
組
み
を
し
ま
し
た
か
？
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の

は
、「
再
利
用
・
リ
サ
イ
ク
ル
」、「
節
水
」、「
省
エ
ネ
」、「
代
替
交

通
機
関
の
利
用
」、「
有
機
栽
培
や
無
農
薬
野
菜
の
購
入
」
の
五
項
目

で
あ
っ
た
。
回
答
の
選
択
肢
は
五
段
階
で
あ
り
、「
常
に
し
て
い

る
」
に
五
点
、「
よ
く
し
て
い
る
」
に
四
点
、「
た
ま
に
し
て
い
る
」

に
三
点
、「
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
」
に
二
点
、「
全
く
し
て
い
な

い
」
に
一
点
と
、
そ
れ
ぞ
れ
点
数
を
付
し
て
重
み
づ
け
し
た
。

表
３
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
国
別
に
み
る
と
、
こ
こ
で
も

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
数
値
が
高
い
が
、
も
っ
と
も
高
い
値
を
示
し
た
の
は

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
、
そ
の
次
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
反
対
に
、

平均 標準偏差 度数 順位（平均）
全体 24.11 6.32 9054
国 ブルネイ 26.63 5.44 1022 3

カンボジア 28.25 3.81 1000 1
インドネシア 23.13 5.96 1000 6
ラオス 24.46 5.24 1000 4
マレーシア 21.67 6.91 1024 7
ミャンマー — — — —
フィリピン 27.36 4.51 1000 2
シンガポール 20.09 7.53 1008 9
タイ 24.13 4.86 1000 5
ベトナム 21.33 6.24 1000 8

性別 男 24.53 6.07 4418 1
女 23.72 6.52 4636 2

年齢 20-29 24.94 5.73 2560 1
30-39 24.33 6.02 2438 2
40-49 24.29 6.23 1977 3
50-59 23.37 6.61 1317 4
60-69 21.47 7.90 762 5

学歴 低（小・中学校） 23.36 6.67 4882 3
中（高校） 24.70 5.94 2625 2
高（大学・大学院） 25.58 5.32 1519 1

婚姻状態 独身 24.43 5.92 1769 1
既婚 24.16 6.34 6766 2
離別 23.64 6.31 189 3
死別 21.74 7.45 323 4

職業 自営 24.36 5.93 2998 2
被雇用者 24.41 6.21 3401 1
無職 23.45 6.82 2607 3

所得 低 23.95 6.55 4160 3
中 24.23 6.13 2975 2
高 24.26 5.62 1351 1

宗教 キリスト教 26.05 5.57 1344 1
イスラム教 23.78 6.56 2604 4
ヒンドゥー教 20.80 6.26 156 7
仏教 24.62 5.78 3510 3
道教 20.80 7.48 188 6
その他 25.39 5.70 275 2
なし 21.52 6.81 927 5

都市・地方 都市 23.95 6.58 4488 2
地方 24.28 6.05 4566 1

表１　国別・属性別でみた「心配度」
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表２　国別・属性別でみた「対外的関与度」表３　国別・属性別でみた「エコ活動実施度」

平均 標準偏差 度数 順位（平均）
全体 5.73 1.14 9088
国 カンボジア 5.84 1.10 1000 5

インドネシア 5.95 1.24 1000 2
ラオス 5.49 0.84 1000 7
マレーシア 5.38 1.07 1024 8
ミャンマー 5.94 1.05 1056 3
フィリピン 6.26 1.33 1000 1
シンガポール 5.12 0.97 1008 9
タイ 5.91 1.25 1000 4
ベトナム 5.72 0.91 1000 6

（参考）ブルネイ 4.65 0.93 1022
性別 男 5.79 1.19 4379 1

女 5.68 1.10 4709 2
年齢 20-29 5.74 1.08 2501 3

30-39 5.67 1.08 2405 5
40-49 5.77 1.21 1967 2
50-59 5.80 1.23 1418 1
60-69 5.70 1.16 797 4

学歴 低（小・中学校） 5.66 1.11 5018 3
中（高校） 5.78 1.13 2335 2
高（大学・大学院） 5.89 1.22 1710 1

婚姻状態 独身 5.71 1.11 1830 2
既婚 5.75 1.15 6691 1
離別 5.65 1.20 202 4
死別 5.66 1.05 360 3

職業 自営 5.81 1.14 3314 1
被雇用者 5.69 1.15 3191 3
無職 5.70 1.12 2560 2

所得 低 5.73 1.15 4119 3
中 5.75 1.10 3205 2
高 5.75 1.14 1374 1

宗教 キリスト教 6.02 1.30 1380 1
イスラム教 5.74 1.21 1770 3
ヒンドゥー教 5.33 0.92 159 6
仏教 5.72 1.07 4404 4
道教 5.01 0.81 188 7
その他 5.83 1.18 243 2
なし 5.60 1.04 897 5

都市・地方 都市 5.66 1.14 4812 2
地方 5.82 1.13 4276 1

平均 標準偏差 度数 順位（平均）
全体 14.15 4.00 10110
国 ブルネイ 13.17 3.03 1022 7

カンボジア 11.89 3.72 1000 10
インドネシア 12.28 3.52 1000 9
ラオス 14.10 3.80 1000 5
マレーシア 13.93 3.52 1024 6
ミャンマー 16.18 4.42 1056 1
フィリピン 16.05 3.82 1000 3
シンガポール 16.09 4.00 1008 2
タイ 15.01 3.39 1000 4
ベトナム 12.75 3.45 1000 8

性別 男 13.77 3.92 4885 2
女 14.51 4.03 5225 1

年齢 20-29 13.77 3.78 2854 5
30-39 14.03 3.99 2736 4
40-49 14.29 4.02 2176 3
50-59 14.66 4.20 1499 1
60-69 14.61 4.16 845 2

学歴 低（小・中学校） 13.72 3.99 5316 3
中（高校） 14.16 3.87 2896 2
高（大学・大学院） 15.37 3.93 1870 1

婚姻状態 独身 14.10 3.92 2132 4
既婚 14.14 3.92 2132 3
離別 15.19 4.15 217 1
死別 14.19 4.39 376 2

職業 自営 13.61 4.08 3355 3
被雇用者 14.35 3.85 3731 2
無職 14.54 4.02 2971 1

所得 低 13.78 3.92 4526 3
中 14.17 4.04 3527 2
高 14.88 3.98 1487 1

宗教 キリスト教 15.76 3.99 1380 1
イスラム教 13.27 3.56 2643 6
ヒンドゥー教 14.98 4.36 161 3
仏教 14.28 4.09 4485 5
道教 15.70 3.41 188 2
その他 14.43 3.41 276 4
なし 13.17 3.77 927 7

都市・地方 都市 14.90 4.01 5544 1
地方 13.25 3.79 4566 2
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カ
ン
ボ
ジ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
低
い
値
で
あ
っ
た
。
人
口
学
的
属

性
で
は
、
女
性
・
老
年
層
・
高
学
歴
層
・
離
別
者
・
無
職
者
・
高
所

得
者
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
・
都
市
在
住
者
の
あ
い
だ
で
高
い
値
が
み
ら

れ
た
。
こ
の
う
ち
、
特
に
積
極
的
な
の
は
、
高
学
歴
層
・
高
所
得

者
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
・
都
市
在
住
者
そ
し
て
道
教
徒
で
あ
っ
た
。

５
三
つ
の
質
問
に
お
け
る
属
性
別
の
平
均
と
の
差

以
上
の
三
つ
の
質
問
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
。
表
４
で
は
、
全
体
の
平
均
を
〇
と
し
、
そ
こ
か
ら
の
距
離
を

数
値
と
し
て
表
し
て
い
る
。
正
の
値
は
平
均
よ
り
も
環
境
意
識
が
高

く
、
負
の
値
は
よ
り
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

国
ご
と
に
み
る
と
、
興
味
深
い
パ
タ
ー
ン
が
い
く
つ
か
み
て
と
れ

る
。
ま
ず
、
す
べ
て
に
お
い
て
高
い
値
を
示
し
た
の
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
あ
り
、
環
境
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
同
様
に
平
均
値
を
す

べ
て
上
回
っ
て
い
る
の
が
タ
イ
（
と
「
対
外
的
関
与
度
」
に
関
す
る

質
問
の
一
部
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
ブ
ル
ネ
イ
、
お
よ
び
「
心
配
度
」

は
質
問
さ
れ
な
か
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

す
べ
て
平
均
以
下
だ
っ
た
の
が
マ
レ
ー
シ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
「
心
配
度
」
が
極
め
て
高
く
、「
対
外

的
関
与
度
」
は
平
均
を
超
え
て
い
る
も
の
の
、「
エ
コ
活
動
実
施

度
」
は
極
端
に
低
か
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
そ
れ
と
は
反
対
に
、

「
心
配
度
」
も
「
対
外
的
関
与
度
」
も
と
も
に
低
か
っ
た
が
、「
エ
コ

活
動
実
施
度
」
は
高
い
値
を
示
し
た
。

性
別
で
は
、
男
性
が
「
心
配
度
」
と
「
対
外
的
関
与
度
」
で
は
高

か
っ
た
が
、「
エ
コ
活
動
実
施
度
」
は
女
性
の
方
が
高
か
っ
た
。
世

代
別
で
は
四
〇
歳
代
が
い
ず
れ
も
平
均
を
超
え
て
い
る
。「
心
配

度
」
は
二
〇
歳
代
が
高
く
、
六
〇
歳
代
が
か
な
り
低
い
が
、「
エ
コ

活
動
実
施
度
」
に
つ
い
て
は
全
く
逆
の
結
果
が
出
て
い
る
。
学
歴
と

所
得
は
、
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
出
て
お
り
、
す
べ
て
で
高
学
歴
・
高

所
得
が
平
均
よ
り
高
く
、
低
学
歴
・
低
所
得
が
平
均
を
下
回
る
と
い

う
結
果
が
示
さ
れ
た
。
婚
姻
状
態
に
関
し
て
は
、
独
身
者
と
既
婚
者

を
比
較
す
る
と
、「
心
配
度
」
と
「
エ
コ
活
動
実
施
度
」
が
高
い
独

身
者
と
「
対
外
的
関
与
度
」
が
高
い
既
婚
者
と
い
う
対
比
が
み
ら
れ

た
。
宗
教
別
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
総
じ
て
高
い
環
境
意
識
を
示

し
て
い
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
そ
れ
ほ
ど
環
境
問
題
に
関
心
を
有

し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
も
っ
と
も
数
の
多
い
仏
教
徒
は
「
心

配
度
」
と
「
エ
コ
活
動
実
施
度
」
は
高
か
っ
た
が
、「
対
外
的
関
与

度
」
は
低
い
値
を
示
し
た
。

Ⅱ
要
因
の
特
定

１
要
因
特
定
の
方
法

前
節
で
、
環
境
意
識
を
代
表
す
る
三
つ
の
質
問
に
関
し
て
、
一
般

表４　全体平均との差

心配度 対外的関与度 エコ活動実施度
全体 0.00 0.00 0.00
国 ブルネイ 2.52 — 0.98

カンボジア 4.45 0.10 ― 2.37
インドネシア ― 0.66 0.22 ― 1.99
ラオス 0.67 ― 0.24 ― 0.16
マレーシア ― 2.12 ― 0.35 ― 0.34
ミャンマー — 0.20 1.91
フィリピン 3.57 0.52 1.78
シンガポール ― 3.70 ― 0.62 1.83
タイ 0.33 0.17 0.74
ベトナム ― 2.46 ― 0.01 ― 1.51

性別 男 0.41 0.06 ― 0.38
女 ― 0.40 ― 0.05 0.36

年齢 20-29 0.83 0.00 ― 0.38
30-39 0.22 ― 0.06 ― 0.12
40-49 0.18 0.04 0.13
50-59 ― 0.75 0.07 0.50
60-69 ― 2.65 ― 0.03 0.45

学歴 低（小・中学校） ― 0.75 ― 0.07 ― 0.43
中（高校） 0.58 0.05 0.01
高（大学・大学院） 1.46 0.15 1.22

婚姻状態 独身 0.32 ― 0.03 0.06
既婚 0.05 0.02 ― 0.02
離別 ― 0.47 ― 0.09 1.04
死別 ― 2.37 ― 0.07 0.03

職業 自営 0.25 0.07 ― 0.55
被雇用者 0.29 ― 0.04 0.19
無職 ― 0.67 ― 0.04 0.38

所得 低 ― 0.16 0.00 ― 0.39
中 0.12 0.01 0.02
高 0.15 0.02 0.73

宗教 キリスト教 1.94 0.29 1.60
イスラム教 ― 0.34 0.00 ― 0.89
ヒンドゥー教 ― 3.32 ― 0.41 0.82
仏教 0.50 ― 0.02 0.82
道教 ― 3.31 ― 0.73 1.56
その他 1.27 0.09 0.28
なし ― 2.59 ― 0.13 ― 0.99

都市・地方 都市 ― 0.17 ― 0.08 0.74
地方 0.16 0.09 ― 0.90
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的
傾
向
を
み
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
環
境
意
識
の
違
い

は
ど
の
よ
う
な
要
因
で
決
ま
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。
こ
こ
か
ら
は
、
回
答
者
の
ス
コ
ア
を
従
属
変
数

に
し
た
分
析
を
行
っ
て
み
た
い
。

従
属
変
数
は
先
ほ
ど
の
ス
コ
ア
で
あ
り
、「
心
配
度
」
は
〇
―
三

二
、「
対
外
的
関
与
度
」
は
〇
―
一
〇
、「
エ
コ
活
動
実
施
度
」
は
〇

―
二
五
の
あ
い
だ
で
値
を
と
る
連
続
変
数
で
あ
る
の
で
、
最
小
二
乗

法
（
Ｏ
Ｌ
Ｓ
）
に
よ
る
分
析
を
行
う
。

投
入
す
る
独
立
変
数
は
ま
ず
、
前
述
の
人
口
学
的
変
数
（「
婚
姻

状
態
」
と
「
職
業
」
を
除
き
、「
英
語
の
習
熟
度
」
を
加
え
た
）
と
、

三
つ
の
質
問
で
あ
る
。
そ
の
三
つ
の
質
問
と
は
、「
あ
な
た
は
『
環

境
』
に
対
し
て
ど
の
程
度
、
政
府
支
出
を
増
や
し
た
方
が
よ
い
、
そ

れ
と
も
減
ら
し
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
？
」（「
政
府
支
出
」）、

「
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、
政
府
、
企
業
、
国
民
が
一
緒
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。
あ
な
た
は
三
者
の
中
で
、
誰
が
一
番
目
に
重

要
な
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」（「
責
任
」）、「
こ
の

地
域
の
環
境
保
護
政
策
は
州
政
府
・
地
方
自
治
体
、
国
、
地
域
的
な

国
際
機
関
、
国
連
の
誰
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」（「
担
い
手
」）
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
質
問
を
加
え
た
場
合

と
、
そ
れ
ら
を
加
え
な
い
場
合
を
分
け
て
モ
デ
ル
を
作
成
し
た
。
加

え
た
場
合
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
「
政
府
支
出
」
と
「
担
い
手
」
が
実
施

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
分
析
対
象
は
九
ヶ
国
に
な
る
。「
責
任
」
と

「
担
い
手
」
は
い
ず
れ
も
四
値
の
名
義
変
数
な
の
で
、
参
照
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
設
定
し
、
ダ
ミ
ー
変
数
を
投
入
す
る
（「
責
任
」
に
お
い
て

は
「
政
府
」、「
担
い
手
」
は
「
地
方
政
府
」
が
参
照
カ
テ
ゴ
リ
ー
）。

ま
た
、
国
レ
ヴ
ェ
ル
の
マ
ク
ロ
変
数
も
独
立
変
数
と
し
て
投
入
す

る
。
こ
こ
で
は
、
環
境
意
識
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
変

数
を
取
り
上
げ
た
。
具
体
的
に
は
、「
国
土
面
積
に
対
す
る
森
林
地

帯
の
割
合
」、「
一
人
あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量
」、

「
人
口
密
度
」、「
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」、「
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス

の
市
民
的
自
由
・
政
治
的
権
利
の
平
均
ス
コ
ア＊

２
」
で
あ
る
。「
フ

リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
の
市
民
的
自
由
・
政
治
的
権
利
の
平
均
ス
コ
ア
」

は
、
本
来
七
点
満
点
で
値
が
大
き
い
ほ
ど
不
自
由
で
あ
る
が
、
こ
の

分
析
で
は
値
が
大
き
い
ほ
ど
自
由
で
あ
る
よ
う
に
変
換
し
た
。
各
変

数
の
基
本
統
計
量
は
表
５
に
示
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
国
内
の
回

答
者
の
違
い
の
効
果
と
、
国
ご
と
の
違
い
の
効
果
を
考
慮
に
入
れ
た

変
量
効
果
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
分
析
し
て
い
る
。

２
「
心
配
度
」
を
規
定
す
る
要
因

ま
ず
、「
心
配
度
」
を
従
属
変
数
に
し
た
モ
デ
ル
一
と
二
を
み
て

み
た
い
。
結
果
は
表
６
で
示
さ
れ
て
い
る
。
人
口
学
的
変
数
に
つ
い

て
は
、
モ
デ
ル
一
・
二
と
も
に
同
じ
よ
う
な
結
果
が
出
た
。
ま
ず
、

方
向
は
先
の
記
述
的
分
析
で
の
結
果
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
男
性
・
若
年
層
・
高
学
歴
層
・
高
所
得
者
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

あ
る
ほ
う
が
、
そ
れ
以
外
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
よ
り
も
「
心
配
度
」
が
高

表５　基本統計量

変数 観察数 平均 標準偏差 最小 最大
従属変数 心配度 9054 24.11 6.32 0 32

対外的関与度 9088 5.73 1.14 0 10
エコ活動実施度 10110 14.15 4.00 0 25

個人変数 性別（男=0） 10110 0.52 0.50 0 1
年齢 10110 2.48 1.27 0 4
学歴 10070 0.66 0.77 0 2
英語習熟度 10110 0.22 0.41 0 1
所得 9540 0.68 0.73 0 2
キリスト教徒 10060 0.14 0.34 0 1
イスラム教徒 10060 0.26 0.44 0 1
ヒンドゥー教徒 10060 0.02 0.13 0 1
仏教徒 10060 0.45 0.50 0 1
道教徒 10060 0.02 0.14 0 1
その他の宗教 10060 0.03 0.16 0 1
無宗教 10060 0.09 0.29 0 1
地方・都市（地方=0） 10110 0.55 0.50 0 1
環境への政府支出 8957 3.80 0.85 1 5
責任・政府 10110 0.31 0.46 0 1
責任・企業 10110 0.05 0.23 0 1
責任・市民 10110 0.26 0.44 0 1
責任・三者平等 10110 0.37 0.48 0 1
担い手・地方政府 10110 0.31 0.46 0 1
担い手・中央政府 10110 0.54 0.23 0 1
担い手・地域国際機関 10110 0.26 0.44 0 1
担い手・国際連合 10110 0.37 0.48 0 1

国変数 森林面積割合（2008） 10110 0.42 0.19 0.00 0.68
1人あたりCO2排出量

（2008） 10110 4.42 5.35 0.21 15.47

人口密度（1平方キロメート
ルあたり）（2008） 10110 797.83 2013.84 24 6844

1人あたりのGDP（2008） 10110 9288.68 13870.76 464.6 37629
フリーダムハウス（2008） 10110 3.04 1.33 1.0 5.5
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く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
唯
一
違
う
の
は
地
方
在
住
者
よ
り
も
都
市
在

住
者
の
方
が
「
心
配
度
」
が
高
く
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
計

量
分
析
は
他
の
条
件
が
等
し
い
と
き
の
結
果
を
示
し
て
い
る
の
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
変
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
際
、
先
の
結
果
が
逆
転
す

る
と
い
う
点
は
興
味
深
い
。
加
え
て
、「
英
語
習
熟
度
」
の
高
い
人

の
方
が
環
境
問
題
を
危
惧
し
て
い
る
よ
う
だ
。

モ
デ
ル
一
の
分
析
で
扱
っ
た
三
つ
の
質
問
で
は
「
政
府
支
出
」、

「
担
い
手
・
中
央
政
府
」、「
担
い
手
・
地
域
国
際
機
関
」、「
担
い

手
・
国
際
連
合
」
が
い
ず
れ
も
正
で
有
意
に
な
っ
て
い
た
。
責
任
の

所
在
は
さ
て
お
き
、
国
や
国
際
機
関
が
一
定
の
負
担
を
担
う
こ
と
を

期
待
す
る
人
ほ
ど
、
環
境
問
題
を
心
配
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
こ
か

ら
、
環
境
問
題
は
国
家
も
し
く
は
国
家
の
枠
を
超
え
て
国
際
機
関
が

対
処
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
と
、
解
せ
よ
う
。

国
レ
ヴ
ェ
ル
の
変
数
を
み
る
と
、「
二
酸
化
炭
素
排
出
量
」、「
人

口
密
度
」
が
負
で
、「
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
が
正
で
有
意
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少
な
い
国
、
人
口
密
度

が
低
い
国
、
そ
し
て
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
高
い
国
の
人
の
方

が
、「
心
配
度
」
が
高
ま
る
傾
向
が
出
て
い
る
。

３
「
対
外
的
関
与
度
」
を
規
定
す
る
要
因

次
に
、「
対
外
的
関
与
度
」
を
従
属
変
数
に
し
た
モ
デ
ル
三
と
四

を
み
て
み
た
い
。
結
果
は
表
７
で
示
さ
れ
て
い
る
。
男
性
・
年
長

者
・
高
学
歴
層
・
地
方
在
住
者
で
あ
る
ほ
う
が
、
そ
れ
以
外
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
よ
り
も
「
対
外
的
関
与
度
」
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
高

所
得
者
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
は
有
意
の
影
響
を
与
え
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
英
語
の
能
力
は
有
意
の
影
響
を
与
え
て
い

た
。モ

デ
ル
三
の
分
析
で
扱
っ
た
三
つ
の
質
問
で
は
「
責
任
・
企
業
」、

「
責
任
・
三
者
平
等
」
が
負
で
、「
担
い
手
・
地
域
国
際
機
関
」
が
正

で
有
意
に
な
っ
て
い
た
。
政
府
こ
そ
が
環
境
問
題
の
原
因
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
人
ほ
ど
環
境
保
護
活
動
に
コ
ミ
ッ
ト
し
や
す
い
よ
う
で

あ
り
、
こ
れ
は
直
感
と
も
違
わ
な
い
。
環
境
問
題
対
策
の
担
い
手
に

地
域
国
際
機
関
を
あ
げ
て
い
る
人
が
活
動
に
取
り
組
み
や
す
い
と
い

う
結
果
は
、
国
で
は
環
境
問
題
に
対
す
る
対
策
が
甘
い
と
考
え
て
い

る
人
が
活
動
に
携
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
証
左
か
も
し

れ
な
い
。

国
レ
ヴ
ェ
ル
の
変
数
を
み
る
と
、「
森
林
面
積
割
合
」、「
人
口
密

度
」
が
負
で
、「
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
が
正
で
有
意
に
な
っ

た
。「
二
酸
化
炭
素
排
出
量
」
は
、
モ
デ
ル
四
の
み
負
で
有
意
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
森
林
が
少
な
い
国
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少

な
い
国
、
人
口
密
度
が
低
い
国
、
そ
し
て
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

高
い
国
の
人
の
方
が
、「
対
外
的
関
与
度
」
が
高
ま
る
。

表６　「心配度」：重回帰分析

モデル 1 モデル 2
独立変数 （「心配度」） （「心配度」）

レヴェル
個人 性別（男=0） ― .499 （.119）＊＊＊ ― .606 （.121）＊＊＊

年齢 .263 （.050）＊＊＊ .305（.0512）＊＊＊

学歴 .943 （.101）＊＊＊ .996 （.103）＊＊＊

英語習熟度 .821 （.197）＊＊＊ .971 （.201）＊＊＊

所得 .253 （.100）＊ .282 （.102）＊＊

イスラム教徒（vs.キリスト教徒） ― 1.398 （.354）＊＊＊ ― 1.418 （.360）＊＊＊

ヒンドゥー教徒（vs.キリスト教徒） ― 2.138 （.549）＊＊＊ ― 2.078 （.554）＊＊＊

仏教徒（vs.キリスト教徒） ― 1.070 （.341）＊ ― .974 （.347）＊＊

道教徒（vs.キリスト教徒） ― .223 （.527） .100 （.531）

その他の宗教（vs.キリスト教徒） .967 （.462）＊ .954 （.472）＊

無宗教（vs.キリスト教徒） ― .809 （.381）＊ ― .565 （.387）

地方・都市（地方=0） .513 （.142）＊＊＊ .440 （.145）＊＊

環境への政府支出 .937 （.071）＊＊＊

責任・企業（vs.政府） .208 （.272）

責任・市民（vs.政府） .121 （.156）

責任・三者平等（vs. 政府） .302 （.153）＊

担い手・中央政府（vs.地方政府） .695 （.136）＊＊＊

担い手・地域国際機関（vs.地方政府） 1.502 （.231）＊＊＊

担い手・国際連合（vs.地方政府） 1.060 （.206）＊＊＊

国 森林面積割合 .939（4.878） .459 （4.66）

CO2 排出量 ― 1.014 （.510）＊ ― 1.067 （.488）＊

人口密度 ― .0015 （.001）＊ ― .002 （.001）＊＊

1 人あたりの GDP .000 （.000）＊ .000 （.000）＊

フリーダムハウス .287 （.582） .244 （.557）

定数 19.461 （3.56）＊＊＊ 23.953 （3.39）＊＊＊

Sigma-u 1.818 （.436） 1.736（.4172）

Sigma-e 5.39 （.042） 5.535 （.043）

rho .102 （.044） .090 （.039）

対数尤度 ― 25943.216 ― 26409.374

N 8365 8431

グループ数 9 9

（注）左＝回帰係数。右（カッコ内の数字）＝標準誤差
* p<.05；** p<.01；*** p<.001
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表７　「対外的関与度」：重回帰分析表８　「エコ活動実施度」：重回帰分析

モデル 3 モデル 4
独立変数 （「対外的関与度」） （「対外的関与度」）

レヴェル
個人 性別（男=0） ― .071 （.025）＊＊ ― .082 （.023）＊＊＊

年齢 ― .061 （.011）＊＊＊ ― .056 （.010）＊＊＊

学歴 .113 （.021）＊＊＊ .101 （.019）＊＊＊

英語習熟度 .203 （.045）＊＊＊ .203 （.040）＊＊＊

所得 .025 （.021） .034 （.020）

イスラム教徒（vs.キリスト教徒） .160 （.070）＊ .185 （.065）＊＊

ヒンドゥー教徒（vs.キリスト教徒） ― .100 （.110） ― .036 （.104）

仏教徒（vs.キリスト教徒） ― .011 （.063） ― .001 （.060）

道教徒（vs.キリスト教徒） ― .145 （.104） ― .134 （.101）

その他の宗教（vs.キリスト教徒） .338 （.094）＊＊＊ .345 （.092）＊＊＊

無宗教（vs.キリスト教徒） ― .022 （.077） ― .007 （.074）

地方・都市（地方=0） ― .104 （.030）＊＊ ― .100 （0.29）＊＊

環境への政府支出 ― .009 （.015）

責任・企業（vs.政府） ― .117 （.055）＊

責任・市民（vs.政府） .0113 （.032）

責任・三者平等（vs.政府） ― .0632 （.032）†

担い手・中央政府（vs.地方政府） .034 （.029）

担い手・地域国際機関（vs.地方政府） .140 （.050）＊＊

担い手・国際連合（vs.地方政府） .026 （.042）

国 森林面積割合 ― 1.468 （.421）＊＊＊ ― 1.840 （.394）＊＊＊

CO2 排出量 ― .155 （.097） ― .241 （.094）＊＊

人口密度 ― .000 （.000）＊ ― .001 （.000）＊＊

1 人あたりの GDP .000 （.000）＊ .000 （.000）＊

フリーダムハウス .035 （.040） ― .007（.0319）

定数 6.645 （.311）＊＊＊ 6.93 （.257）＊＊＊

Sigma-u .058 （.022） .070 （.021）

Sigma-e 1.081 （.009） 1.077 （.008）

rho .003 （.002） .004 （.002）

対数尤度 ― 11255.983 ― 12911.79

N 7518 8646

グループ数 8 9

（注）左＝回帰係数。右（カッコ内の数字）＝標準誤差
†p <.10；* p<.05；** p<.01；*** p<.001

モデル 5 モデル 6
独立変数　 （「エコ活動実施度」） （「エコ活動実施度」）

レヴェル
個人 性別（男=0） .694 （.078）＊＊＊ .721 （.076）＊＊＊

年齢 ― .120 （.033）＊＊＊ ― .180 （.062）＊＊＊

学歴 .240 （.066）＊＊＊ .040 （.123）＊＊＊

英語習熟度 ― .203 （.129） .175 （.140）

所得 .253 （.065）＊＊＊ .296 （.063）＊＊＊

イスラム教徒（vs.キリスト教徒） .077 （.234） .174 （.228）

ヒンドゥー教徒（vs.キリスト教徒） .320 （.360） .447 （.355）

仏教徒（vs.キリスト教徒） ― .233 （.224） ― .305 （.214）†

道教徒（vs.キリスト教徒） ― .098 （.346） ― .165 （.346）

その他の宗教（vs.キリスト教徒） .748 （.303）＊ .653 （.303）＊

無宗教（vs.キリスト教徒） ― .784 （.252）＊＊ ― .805 （.250）＊＊

地方・都市（地方=0） .665 （.093）＊＊＊ .613 （.095）＊＊＊

環境への政府支出 .216 （.047）＊＊＊

責任・企業（vs.政府） ― .255 （.178）

責任・市民（vs.政府） .010 （.103）

責任・三者平等（vs.政府） .140 （.100）

担い手・中央政府（vs.地方政府） .016 （.089）

担い手・地域国際機関（vs.地方政府） .094 （.151）

担い手・国際連合（vs.地方政府） .121 （.135）

国 森林面積割合 ― 4.787（2.386）＊ ― 5.518（2.427）＊＊＊

CO2 排出量 .254 （.249） .227 （.258）＊＊

人口密度 .000 （.000） .000（3.011）＊＊

1 人あたりの GDP ― .000 （.000）＊ ― .000 （.000）＊＊

フリーダムハウス ― .259 （.286）＊＊ ― .500 （.255）＊＊＊

定数 15.249（1.754）＊＊＊ 17.566（1.588）＊＊＊

Sigma-u .883 （.215） .914 （.211）

Sigma-e 3.532 （.027） 3.642 （.026）

rho .059 （.027） .059 （.026）

対数尤度 ― 22415.261 ― 25738.415

N 8355 9485

グループ数 9 10

（注）左＝回帰係数。右（カッコ内の数字）＝標準誤差
†p <.10；* p<.05；** p<.01；*** p<.001



101 環境意識とその規定要因 100

し
も
明
言
で
き
な
い
。
家
の
周
り
の
ゴ
ミ
を
片
づ
け
る
こ
と
は
日
常

の
営
み
で
あ
り
、
省
エ
ネ
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
通
常
の
生
活
が
す

で
に
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
行
為
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
近
代

化
に
よ
っ
て
市
民
の
環
境
意
識
が
高
ま
り
、
対
外
的
な
活
動
に
従
事

す
る
傾
向
が
強
ま
る
も
の
の
、
経
済
が
発
展
し
な
け
れ
ば
日
常
で
環

境
を
悪
化
さ
せ
る
よ
う
な
行
動
は
と
ら
な
い
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、

近
代
化
と
環
境
問
題
が
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
状
態
に
あ
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

そ
し
て
、
環
境
対
策
に
対
し
て
は
政
府
が
も
っ
と
支
出
す
る
べ
き

だ
と
い
う
考
え
の
人
ほ
ど
、
政
府
に
そ
の
責
任
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
人
ほ
ど
、
そ
し
て
地
域
国
際
機
関
に
対
策
を
期
待
す
る
人
ほ
ど
、

環
境
問
題
に
対
し
て
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

政
府
に
責
任
は
あ
れ
ど
も
地
域
国
際
機
関
の
関
与
こ
そ
が
、
彼
ら
彼

女
ら
の
活
動
の
後
押
し
に
な
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
よ
う
な
地
域
国
際
機
関
が
、
環

境
問
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

◉
注

＊
１ 

本
稿
は
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
報
告
書
」
の
一
部
を
改
訂

し
た
も
の
で
あ
る
。

＊
２ 

デ
ー
タ
の
出
典
は
以
下
の
通
り
。

 

世
界
銀
行「
国
土
面
積
に
対
す
る
森
林
地
帯
の
割
合
」http://data.

w
orldbank.org/indicator/A

G.LN
D

.FRST
.ZS

（
二
〇
一
一
年
九
月

三
〇
日
）。

 

国
際
連
合「
一
人
あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
」http://unstats.

un.org/unsd/environm
ent/air_co2_em

issions.htm

（
二
〇
一
一

年
九
月
三
〇
日
）。

 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
統
計
局
「
人
口
密
度
」http://w

w
w

.asean.org/22122.
htm

（
二
〇
一
一
年
九
月
三
〇
日
）。

 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
統
計
局
「
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」http://w

w
w

.asean.
org/22122.htm

（
二
〇
一
一
年
九
月
三
〇
日
）。

 

フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
「
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
の
市
民
的
自
由
・
政
治
的

権
利
の
平
均
ス
コ
ア
」http://w

w
w

.freedom
house.org/tem

plate.
cfm

?page=363&
year=2008

（
二
〇
一
一
年
九
月
三
〇
日
）。

＊
３ 

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
主
に
都
市
中
産
階
級
の
環
境
活
動
へ
の
関
与

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」
調
査

で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
市
民
の
「
所
得
」
お
よ
び
「
都
市
・
地
方
」
の
変
数

と
、「
心
配
度
」、「
対
外
的
関
与
度
」、「
エ
コ
活
動
実
施
度
」
そ
れ
ぞ

れ
の
相
関
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
相
関
係
数
は
高
く
な
か
っ

た
。
具
体
的
に
は
、「
所
得
」
と
「
心
配
度
」、「
対
外
的
関
与
度
」、「
エ

コ
活
動
実
施
度
」
の
相
関
係
数
は
そ
れ
ぞ
れ
、
〇
・
〇
六
五
〇
、
〇
・

〇
一
〇
三
、
〇
・
一
二
九
七
で
あ
っ
た
。「
都
市
・
地
方
（
地
方
＝

〇
）」
と
「
心
配
度
」、「
対
外
的
関
与
度
」、「
エ
コ
活
動
実
施
度
」
の

相
関
係
数
は
そ
れ
ぞ
れ
、
〇
・
一
五
一
三
、
マ
イ
ナ
ス
〇
・
〇
四
五

〇
、
〇
・
一
九
五
六
で
あ
っ
た
。

◉
参
考
文
献

青
柳
み
ど
り
（
二
〇
〇
五
）「
気
候
変
動
問
題
に
対
す
る
一
般
国
民
の
支

４
「
エ
コ
活
動
実
施
度
」
を
規
定
す
る
要
因

最
後
に
、「
エ
コ
活
動
実
施
度
」
を
従
属
変
数
に
し
た
モ
デ
ル
五

と
六
を
み
て
み
た
い
。
結
果
は
表
８
で
示
さ
れ
て
い
る
。
女
性
・
高

学
歴
層
・
高
所
得
者
の
ほ
う
が
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
よ
り
も
エ
コ
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
傾
向
は
、
先
の
議
論
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か

し
、
地
方
在
住
者
よ
り
も
都
市
在
住
者
の
ほ
う
が
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
い
う
結
果
は
、
先
の
も
の
と
は
異
な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
変

数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
と
き
、
こ
の
よ
う
な
結
果
の
違
い
が
出

た
。モ

デ
ル
五
の
分
析
で
扱
っ
た
三
つ
の
質
問
で
は
「
政
府
支
出
」
の

み
が
正
で
有
意
に
な
っ
て
い
た
。
国
の
環
境
政
策
の
推
進
に
期
待
す

る
人
ほ
ど
、
個
々
人
の
エ
コ
活
動
を
実
践
す
る
傾
向
が
あ
る
。
国
レ

ヴ
ェ
ル
の
変
数
を
み
る
と
、「
森
林
面
積
割
合
」、「
一
人
あ
た
り
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
が
負
で
有
意
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
森
林
が
少
な
い
国
、

一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
低
い
国
の
人
の
方
が
、「
エ
コ
活
動
実
施

度
」
が
高
ま
る
。
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少
な
い
国
、
人
口
密
度
が

低
い
国
に
関
し
て
は
モ
デ
ル
六
の
み
、
そ
の
議
論
が
当
て
は
ま
っ

た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
「
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
」
が
負
で
有
意
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
民
主
的
な
国
家
に
住
む
人
の
ほ
う
が
、
個
人
で
で

き
る
範
囲
の
活
動
に
携
わ
ら
な
い
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
結
果
か
ら
何
を
読
み
取
り
、
何
を
示
唆
と
し
て
得
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
面
白
い
と
思
わ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か

拾
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
国
レ
ヴ
ェ
ル
で
み
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
環
境
意
識
の
高

さ
が
目
立
つ＊

３
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
国
家
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
な
ど
が

積
極
的
に
環
境
意
識
を
高
め
る
施
策
や
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
政
府
は
緑
化
政
策
を
推
進
し
、
環
境
に
関

す
る
法
を
整
備
し
、
環
境
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
る
政
策
を
と
っ
て
き
た

（
日
本
貿
易
振
興
機
構 

二
〇
一
一
）。
そ
の
結
果
が
、「
担
い
手
」
の

質
問
で
四
つ
の
ア
ク
タ
ー
の
う
ち
環
境
対
策
の
担
い
手
と
し
て
「
中

央
政
府
」
を
選
ん
だ
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
割
合
が
、
他
の
国
々
の
人
々

と
比
較
し
て
も
っ
と
も
高
か
っ
た
（
五
四
・
六
〇
％
）
と
い
う
事
実

に
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
経
済
発
展
が
進
ん
で
い
る
国
の
人
々
ほ
ど
、
環
境
悪
化
を

危
惧
し
、
環
境
問
題
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
が
、
反
対
に
身
近
な
エ

コ
活
動
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
も
指
摘
す
る
に
値
す

る
。
反
対
に
、
あ
ま
り
豊
か
で
な
い
国
の
人
ほ
ど
、
身
近
で
で
き
る

こ
と
に
は
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
豊
か
で
な
い

国
の
人
々
が
、
自
ら
「
エ
コ
活
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
は
必
ず
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持
要
因
に
つ
い
て
の
分
析
」『
環
境
科
学
会
誌
』
一
八
巻
五
号
、
四
九

三
―
五
〇
六
頁
。 

青
柳
み
ど
り
（
二
〇
〇
八
）「
市
民
の
環
境
意
識
・
環
境
知
識
」『
人
間
環

境
論
集
』
八
号
、
七
九
―
九
四
頁
。

加
藤
三
郎
（
一
九
九
九
）「
二
〇
二
五
年
の
ア
ジ
ア
の
環
境
」
安
成
哲
三
・

米
本
昌
平
編
『
地
球
環
境
と
ア
ジ
ア
』
岩
波
書
店
、
二
六
九
―
二
九
七
頁
。

田
淵
洋
・
松
波
淳
也
編
（
二
〇
〇
二
）『
東
南
ア
ジ
ア
の
環
境
変
化
』
法

政
大
学
出
版
局
。

竹
本
和
彦
（
一
九
九
九
）「
ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
環
境
問
題
へ
の
取
り

組
み
」
安
成
哲
三
・
米
本
昌
平
編
『
地
球
環
境
と
ア
ジ
ア
』
岩
波
書

店
、
二
三
五
―
二
六
七
頁
。

鄭
躍
軍
・
吉
野
諒
三
・
村
上
征
勝
（
二
〇
〇
六
）「
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々

の
自
然
観
・
環
境
観
の
解
析　

環
境
意
識
形
成
に
影
響
を
与
え
る
要
因

の
抽
出
」『
行
動
計
量
学
』
三
三
巻
一
号
、
五
五
―
六
八
頁
。

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
二
〇
一
一
）「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
環
境
に
対
す
る
市

民
意
識
と
環
境
関
連
政
策
」http://w

w
w

.jetro.go.jp/jfile/report/ 
07000527/phillipine_kankyoseisaku.pdf

（
二
〇
一
一
年
九
月
一
八

日
）。

山
地
憲
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